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【作成上の注意】
1. これは『文化人類学』に掲載するための「短い英文要旨」（アブストラクト）のテンプレートです。適宜、文字や□を消して作成してください。
2. 「短い英文要旨」の作成が必要な投稿区分は、「原著論文」、「萌芽論文」、「展望論文」、「特集序論」です（これらの投稿区分の場合、この短い要旨と並んで長い要旨の作成も必要になります）。他方、「書評論文」、「レビュー」、「フォーラム」の原稿については英文要旨の作成は不要です。
3. 「短い英文要旨」の分量は、投稿区分に関わらず150語程度です。
4. タイトル・サブタイトルは長短の要旨で同一のものにして下さい。また「長い英文要旨」がJapanese Review of Cultural Anthropologyのルール（アメリカ英語の綴りを標準とする）に従う形になるため、この「短い英文要旨」もアメリカ英語の綴りを用いて下さい。
5. ファイル名は、本ファイルのen1_に続くtemplateの部分を投稿者の名前に変えてください。
6. この要旨は原則として、提出されたままの形で印刷されますので、提出前に自ら英文校閲を受けてください。英文要旨については、「投稿に関するよくある質問」（学会ホームページ＞『文化人類学』セクション＞「諸規程」）のQ９とQ１０に詳しい説明があるのでそちらをご覧ください。

